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スマート農業からデータ駆動型フードシステムへ

【資料４】



本日のトピックス

• フードシステムとは

• スマート農業に至る流れ

• CPSによるデータ駆動型社会

• フードシステムからデータ駆動型フード
システム（スマートフードチェーン）へ

• スマート・オコメ・チェーンのプロトタイプ

• スマート・オコメ・チェーンの展開に期待



Global Food System Map（2011） https://www.gov.uk/government/publications/future-of-food-and-farming

グローバル・フードシステム・マップ

1



健康
システム

生態・気候
システム

経済・ガバナンス
システム

科学＆
イノベーション

システム

農業および
食品産業

消費，
栄養＆
健康

収入＆
雇用

市場，
インフラ，

＆サービス

安全性｜可用性｜多様性

一
体

性

他のシステムとの関連でのフードシステム（国連，2021年3月）
（ポジティブシステムアプローチ）

Food Systems – Definition, Concept and Application for the UN Food Systems Summit
｜A paper from the Scientific Group of the UN Food Systems Summit March 5, 2021，
https://sc-fss2021.org/

フードシステムとは、
農業（畜産を含む）、林業、
漁業、食品産業に由来する
食品の生産、集約、加工、
流通、消費、廃棄（損失や
廃棄物）に関わるアクターと
それらが相互に連携した
付加価値のある活動全般、

およびそれらが組み込まれて
いるより広範な経済・社会・
自然環境を意味します
＊FAO（2018）などによる定義による
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精密農業からスマート農業，そしてフードシステムへ （EU と 日本）
EU 日本

スマート農業の推進によるSociety5.0の実現 （農水省 2018年9月）
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BigデータとCPS（Cyber Physical System）

情報通信白書平成26年版、International Data Corporation（IDC）（2020年5月発表）

データの量やコンピュータの記憶装置の
大きさを表す単位。
• 1エクサバイト＝10^18（百京）バイト
• 1ゼタバイト＝10^21（十垓）バイト

59ゼタバイト

DX（Digital Transformation）による変革

単にクラウドやAIを導入するだけではなく、幅

広い領域や複数の技術を組み合わせた変革を
模索する、より大きな変化を促す概念。

今後3年間の生成データ量は過去30年間の生
成量よりも多くなり、DXに対する全世界での支
出が23年までに5.3兆ドルに達すると予測。

https://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/shojo/johokeizai/pdf/report01_02_00.pdf （2015年5月）
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食料・農業・農村基本計画（2020年3月31日）に規定された新たな国民運動
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フードシステムからデータ駆動型フードシステム（スマートフードチェーン）へ

データマネジメントのプロセス

• DataからInformationを「整備」

• InformationをKnowledgeへと「知識化」

• KnowledgeをWisdomからValueへと
「価値化」

データのサプライチェン構築
・価格形成機能

・品質評価機能

フードシステムで必要な機能
・需要調整機能

・代金決済機能

フードシステムをCPS化
CPS時代は「質の悪いデータによるリスク」が高まる

データドリブンジャーニー

• Data：それ単体では意味を成さない記号や信号

• Information：Dataを組み合わせ、意味を持たせたもの

• Knowledge：Informationを分析して体系化したもので、
人に論理立てて教えることができるノウハウや知見

• Wisdom：Knowledgeの中でも行動の理由となるもの

• Value：Wisdomを生かした行動によって得られた価値

デジタルマーケティング4.0を用いた
CDP（Customer Data Platform）構築と消費者心理解析

BIGデータのリアルタイム分析に対応するため

AI／機械学習を援用

NEDO 人工知能技術適用によるスマート社会の実現 農作物におけるスマートフードチェーンの研究開発
昨年度研究成果共有と本年度活動紹介 2020年8月4日

ステイクホルダーマップ（ToBe像例示）

・物流効率化機能

・情報伝達機能
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「日本のお米」の主な流通経路

商品の流れ → 赤線の太さは流通量と比例

・乾燥機
・籾摺り機
・精米機
・光選別器
・検査機器

-外観品質、食味

農業機械

IoT

お米ができるまで https://www.kubota.co.jp/kubotatanbo/rice/
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スマートバイオ産業・農業基盤技術
－スマートフードシステムをフレーム－

http://www.sip2020.go.jp/docs/07agriculture.pdf

Short Food Supply Chains (SFSC) as Local and Sustainable Systems
Sustainability 2020, 12(11), 4715; https://doi.org/10.3390/su12114715

NEDO 人工知能技術適用によるスマート社会の実現 農作物におけるスマートフードチェーンの
研究開発 昨年度研究成果共有と本年度活動紹介 2020年8月4日
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スマート・オコメ・チェーンのプロトタイプ

令和2年度データに基づく米の生産・流通・販売円滑化調査委託事業
「データに基づく米の生産・流通・販売円滑化に関する調査」報告書 （株式会社オプティム 2021年3月12日）

米の情報共有・マッチングプラットフォーム

国際標準
GS1-128
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スマート・オコメ・チェーンの今後の展開に期待
• 新しい切り口で「日本米」の食文化を日本の若者と海外の和食ファンに、

提供する転機

– 日本の多くの米品種を「日本米」としての統一ブランド化

– 各品種の味覚の多様性を『「日本米」の味覚マップ』でAIなどを援用して判定量的に表現

• 環境に関わる要素

– フードチェーンCO2排出量を算定の規定「GHGプロトコル」で計算

– 水田からのメタン抑制と高温耐性のイネ育種

– 水稲の窒素の利用効率を増加（Sustai-N-ableプロジェクト：地球研実践プロジェクト）

• 食品廃棄・ロス

– 籾殻、米糠、稲わらの有効利用 （例）：籾殻からトリポーラスを開発（ソニー）

– お米が主体の食品（おにぎり、弁当、恵方巻きなど）の廃棄現状の見える化

• 食用米、加工用米（お酒、加工米飯、味噌、米菓等を目的）、
新規需要米（飼料用、米粉用、稲発酵粗飼料用稲、青刈り稲・わら専用稲）
も含めた全部の米のプラットホーム構築

• 米粉の戦略的な国内・国際展開

– 小城製粉はドイツに日本産米粉販社設立

– アレルギー特定原材料等28品目不使用の米粉パン製造方法を開発（サタケ）

• 米取引にブロックチェーン技術の援用
（富士通は、Rice Exchangeと世界初の米取引プラットフォームを開発）

• 消費者サービスのためのCDP（Customer Data Platform）構築と
BIGDATAによる消費者心理解析

• 国際標準化（GS1，AgGatewayなど）と国際認証（GlobalGAP，HACCP）

埼玉県川越市 ５つ星お米マイスター 金子真人さん提供

「日本米」の味覚マップ
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